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　　　　　　　　ト リ ク ロ ー ル エ チ レ ン 及 び安定化 d る

　　　　　　　　ト リ ク ロ ー ル エ チ レ ン の 規格 （英 國）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　　　山　　　修　　　罕

　 ｝ リ グ 回 一ル エ チ レ ソ （C2HCIr．）［1無水 ア ル コ
ール の 製Utl：於け る腕 水 劑 、ド ラ イ、〃 IJ　’ニ ソ グ 、 宥機溶劑等の

用途 に 多量に使用tf られつ L あ る もの で 本邦 に 於け る 之が 工業的利 用 も盆 々 癌 來性た 約 さ れて 居 る 様 に考 へ られ

る 。 本 項 は英國規格局が 定 th　t：る所 謂學術上 の ト リ ク ロ ーiV エ V レ ソ 及 び 安定化 ぜ ろ 下 リ 〃 口
・一・tV ＝ G レ ソ の英

國規格 に關 す る紹介であ る 。

　　　　　　　トリク ロ ー
ル エ チ レ ン の 規格

　　　　（1） 外　　　　 觀

　無色透明に して 漂游物な舂 二E 。

　　　　（2） 比　　　　　重

　lSOC 　l；於 け る 上匕重 ［i1．469 ．vl ．475の 間 1：、　200C 　l：於VJ る上ヒ重 li1．461．vl ．4682）閲 1：あ ろ こ Eo

　　　　（3） 蒸 溜　限　界

　（A ）に記載 ぜ し方法 に 依つ て蒸溜す る 時學術 上 の ト リ グ ロ ール 手
乎 v ソ に 甥 して に 760 氣壓 で 862 ° C 〜 87・2° C

の 問で 、安定化尅 る も
．
q）に 對 して tt　86

°C 〜88 °C の 間 で95 ％以上 ¢ 溜液が 溜 出す る もの アこ る こ 亡 。

　　　　（4） 蒸 發 殘　渣

（B ）1襯 謝 肪 法 にて 試驗 す ・申
く攤 性麟 の 觝 ・ρ 1％以下t・E ：t ・

　　　　（5） 酸　　　　 度

　醜 度 は 鹽 酸 に て 表 ば しαOQ2 ％ た 超 え ざ ろ こ E 。 測定法 ば（C）に 俵 る 。　　　　　　　　　　　
唱

　　　　（6）　邂≡離　ク　ロ　ーノレ

　（D ）1：記載ゼ し方法にて試驗 す る時遊離 〃 ロ
ー

ル の反應た示 さ v5 ；e 。

　　　　（7）　試料探取及 び 其 の 量

以 上 の wa ［；供 す 獄 料躪 1L 腰 し， 搬聰 ろ 試料 は乾 馳 し融 孀 色 力
・
ラ ス 容器【訊 れ る 。 容器 1樒

栓 し空氣 抱遮斷 しそ の 容 量 ば探取試料の 容量 よ り も餘 り大 な ろ もの 恥 ら さ箔 ；S 。 而 して 暗所 に貯藏 し置 く もの

ε す o

　　　　　　 〔A 〕蒸溜 限界測定法

　　　　 蒸　溜　裝 　置 ：

　裝 置 に 圖 1 （Pttt正a ）及 2 （或 は 2a ）に示 す 如 くに して次 の 如 曇部 分 よ り成 る 。

　 a ）蒸溜 フ ラ ス コ Ae

　b）　Angch 髄tz型 の温度言十〇

　c ） Liebig型 の ガ ラ ス 凝縮器 B ，圖 1a に 示 す 如 き裝 置 に於 い て は溜液 の 出 口 に ア タげ タ ーK 尋 附寸
。

　d）受器 C は カ
“

ラ ス 製 メ ス シ リ ソ 8
“”7Sリ o

　の プ ソ ゼ ソ バ ρナ ”D に にガ ス 」JyV プ な附 し鮮明な る輝 きな持つ 火 媚な 全 く顯 さ i・る樣 に な す 。
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1（B4 雑 録

　O 薀風障壁 は次 の 如 し 。

　　（…）圖 11二示 す 嫌 装置1：於 い て 1：muev形 の 金Pt仕切 り橢 喞 ち Fl ：
’
Ck 分 され・Fl 仲 心 に 直徑 5・ m の

　　　圓形の 孔々宥す る厚 さ 6mm の 石綿板で あつ て石 綿灘 圓筒 の 縁 に 支へ從つ て 石 MdiOP直徑 【拓 綿板の 孔

　　　の 直徑 よ り も大 で あ る 。 障壁 の 底部 に は直徑約 1cm の 6 個 の 逋風孔 な有 し火婿な 覿察す る 爲 1： は 石 英の

　　　覗 き窓た 宥 す 。 障壁 の 上部 に に フ ラ ス コ の 側徐 ｝｛挿入 出來 る機孔を開けて あ る 。 頂部 は無蓋で あ る 。

　　Gi）en　lal ：示 す が 如喜装置に 於 い て に 直徑 300　mm の 金 屬 製串 圏 筒形 の 板 に して フ ラ ス コ の 側 管 よ リ稍上

　　　方に逵 す るだ けの 高 さの もの で あっ て 石 綿板 F に 圓形 の 孔 た有 して 居 る 。

　9）％秒な 測 定 出來 る振 子 H に蒸溜 の 度合 の 測 定 に 用 ふ る 。

　　　　　裝 置 の 使 用 法 ピ

　a）供試 ｝ リ ク ロ
ール ェ チ レ ソ 10Qモ ル に清潔tA多孔性陶土 ヒ共 に プ ラス v 中［：入れ る 。

　b）温 度計 は 確 か り 定 囿著せ る コ ル ク に て フ ヲ ス コ の頸部 に 固 定 し温度計の F の球が 排 出管 の 丁度下 に來 る樣

な位置 に 置 く。 　フ プ ス ＝ の側管 に コ ル ク に て 凝縮器に艫 か り固定 し圖 1 或 は la に 示 す 如 き距離 だ け 凝縮器中に

鐔入す る もの ピす 。 フ ラ ス コ は直立e しめ 石 綿板の 穴に壓 し込む如 くな し通風障壁 に バ ーナ ーの 火 焔 が 集 中す る

樣 に 排 列 す る 。

　c） 〉 リ ク ロ 冖）v エ Vv ソ の 溜液が 毎分 3 〜 4 モ ，レ の 割合に 流 出す る 樣火焔の 調 節奄な し最小限度の 火眉が 必要

7 らば バ ＿ナ ＿S フ ラ ス コ の 底 ミ の 間の 距 離か調節す る 。 所謂學術 上 の 下 リ ク ロ ール エ チ レ ソ に 野 して に 温 度計

e ・
’
・86 ．2 〜 872 。C・fP示 tiる 時 、 安定 rk，S る ト リ

r

ク ・ 一
・・

＝ チ レ ソ 1：SSし一C・tt・86〜88 ° C 赫 ぜ る 時 受 器 中 の 溜滋

た護 む もの 蜜 す 。 各場 合 共 原 液 ミ 痩 溜 液 の 容 量の 差 に即 ち こ の 温 度の 閭で溜 出 され ナ瑠 液 の 容量％で あ ろ 。

　註 ： 氣壓が 760mm で な い 場合は次の 如 く して 温度の 補 正 な 行 はねぼ？よらぬ 。

　　　760mm 以 下 の場合 は下 る こ EIOmm 　bll：　O．4° C た加 ふ 。
760mm 以 上の 場合 は昇 る ；ミ 10mn1 毎 に O・4° C

　　　 な 減ず 。 この 補 正 は蒸溜開始 直前 1：行 ふ ごE 必 嬰な リ。

　　　　　　　〔B〕蒸發殘渣測定法

　 ｝ リ ク 卩 一ル エ チ V ソ 100 モ ル た碌 め秤 ttrtる 自金 皿 或は硝子 皿 に 入れ 湯煎 上 に て 乾 燥 す る 迄 蒸 發 し、 この 蒸

發痩澄々乾燥 器 中で 98・vlOO °C で30分間乾燥 しデ シケ ータ ー中で 冷 却 し秤量す る 。 蒸登殘渣 ば試料 10Qg 中の g

数 で 表 はす 。

　　　　　　　〔C〕酷 度 測 定 法

　 ト リ ク ロ ール エ チ レ ソ 50モ ル 為有栓 分別 漏斗 に移 し之 れ 1：冥 く沸eertしめ冷 却ぜ る 蒸溜水 5q モ ル 葎加へ激 し く

振盪 しアころ 後靜置 し二 層に 分離ti しめ六 る 後下暦な第 2 の 分別漏斗 に 移 し水層 を 有 栓 の 受 器に 移す 。 再 び 水 な 加

へ 振盪た繰 り遞 しその 度毎に 水 眉 に上記受器に 移す もの E す 。

　以 上 の 如 く して 集 tht：る 水 層 な メ 乎 ル レ ツ ド （水 1L に α59 の メ チ ル レ ッ ドな溶解 a る もの ）た指示 藥 ミ し
”C

その o．2 モ ル 々 添 加 しN／loo苛性曹逹 に て 滴 定す ろ 。 此 の 滴定 値 ぼ補 正 す る こ定 必 要 ブよ リo 即 ち蒸 溜 水 ば
一般 に メ

＋ ）u 　vyS ドに 對 して ア ル カ リ性た 示 す か ら この 同
一の 水 150 モ ル な謝照試驗 ミ して 滴定 し前の 滴定値 よ り減 ず る

もの S す 。 而 して 酸價 1：　｝
’リ ク ロ ー丿レ エ チ レ ソ EOO　g　l；SSす る 苛性曹遶 9 數 i：　［t表 ばす 。

　　　　　　　　 1 モ ，vN ／loONaOH ＝o ．ODO36t 臼HCI
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　　　　　　 〔D〕碆離ク O 一
ル の檢出差

試料 100 モ ル に沃度 加 里瀞液 （5％）5 モ ル 及び 澱粉溶液（O．5％）1モ ル 為加 へ 1分 間振盪 す 。 此 の 際生 す る 青色

［1WW の ク ロ ール の 霧在為 示 す 。

註 ： 蒸溜装置の 標準型益何れ にす べ きか の疑商に佐 リ英國規格局化畢部特廁委資曾は之 れが 決定た委任 され て

　　　居t：。 然 し此 の 委員倉の 研 究 に俵 り次の 2 租の 髪 置の 中何れ か な撰定すli．it瓦いE　ff．｝）　：　E　t：決定 され7こo

　　　即 ち英 國 規 格局航空部の もの 及 び タ ール 製晶試駿部の 規格の もの ピ であっ て園 1
，
2．1a ，

2a に その 装置な

　　　示 す 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪帝大工 畢部醸逍畢教室　中村研究室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　 1　　　　 圖
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